
令和5年度姫路城世界遺産登録

主 な イ ベ ン ト

姫路市観光課



姫路城で普段は公開していない「乾小天守」「イの
渡櫓」「ロの渡櫓」「ハの渡櫓」「東小天守」「折廻り
櫓」 （6棟）を特別に公開します。
6棟の同時公開は、2009年以来14年ぶり。乾小天
守では、姫路城の特徴である連立式天守を間近に
眺めることができる他、昨年度に改修を終えたば

かりの折廻り櫓を
いち早くご見学い
ただけます。また、
特別公開入場者に
は、復刻版観覧券
（昭和９年頃のデザ
イン）を配布しま
す。

イギリスの絵本作家デビッド・マッキー（1935 ～ 2022）の代表
作『ぞうのエルマー』を中心とした原画展。1968年の発表以

来、パッチワーク模様のゾ
ウの物語は60以上の言語で
翻訳され、世界中で愛され
てきました。『せかいでいち
ばんつよい国』も紹介しま
す。

姫路城世界遺産登録30周年を記念し、全国から集まったト
ランぺッター総勢100名超と豪華なゲスト奏者が三の丸広場
で演奏します。姫路城をバックに、高らかな音色で祝福を奏
でる特別なイベントです。

杉木峯夫（東京藝術大学名誉教授）
姫路城三の丸広場

姫路文学館

姫路の初夏の風物詩。市内中心部
に多数の露店が出店し、浴衣姿で
そぞろ歩きを楽しむ祭りです。

会　場 書寫山圓教寺食堂

会　場 姫路市立美術館

国際的なアートコレクティブ・
チームラボが書寫山圓教寺食堂
（じきどう）を舞台に作品を展示。
約700年の歴史を誇る食堂と、
アート、サイエンス、テクノロ
ジー、そして自然界の交差点を探
求し続けるチームラボとの出会
いによって実現した特別な空間
をご体感ください。

エルマーとちょうちょ © DavidMckee/AndersenPress

チームラボ《我々の中にある巨大火花》©チームラボ

令和
５年度

ロの渡櫓
乾小天守から
望む大天守

中谷芙二子《白い風景̶原初の地球》霧の彫
刻 #47769、2023年©Fujiko Nakaya
photo: Atsushi Nakamichi/Nacása & Partners Inc

Coming Soon!
2023年、ウルフ賞を受賞した現代美術家・中谷芙二子は、
1970年の大阪万博以来、50年余りにわたり「霧の彫刻」を手
がけてきました。2022年度からの3ヵ年計画で、当館では
「霧の彫刻」三部作の制作に取り組んでおり、昨年度は「身体
との対話」をテーマに作品《白鷺が飛ぶ》が誕生しました。今

年度は「風景を聴
く」をテーマに新
たな時空が創出さ
れます。

会　場

会　場
音楽監督・指揮



※令和 5年 5月現在の予定です。事業内容等は今後変更となる場合がありますので、ホームページにて最新情報をご確認ください。

世界三大オーケストラの一つである、ベルリ
ン・フィルハーモニー管弦楽団がアクリエひめ
じ開館を記念して、初の姫路公演を開催しま
す。首席指揮者キリル・ペトレンコ就任後初と
なる来日公演です。

す ペ

会　場 アクリエひめじ

会　場 アクリエひめじ

会　場 アクリエひめじ

司馬遼太郎（1923～1996）の100回目の生誕日を記
念し、作家沢木耕太郎氏が「紀行の方法―司馬遼太郎
を中心として」と題して講演します。

世界三大バレエ団の一つと称される英国ロイヤル・バレエ団
を迎え、日本人プリンシパルらによるガラ公演を開催します。
※チケットは完売しています。

姫路城内堀を和船で周遊します。

会　場 姫路市立美術館「生命とは何か」、「存在とは何か」という普遍
的テーマの下、美術館においてもチームラボ

の世界が展開されます。彼らが一貫して追求する独自の空間概念「超主
観空間」が生み出す、身体と作品の境界がなくなるかのような体験を通
して、自己とそれを取り巻く世界への知覚を呼び起こしてみてください。

中秋の名月に姫路城
を借景に姫路城観月
会を開催します。

姫路城世界遺産登録30周年を契機として、観光客への“おもてなし”と市民に
とって“誇れる城下（まち）”を創ることを目的に、大手前通りを上質なイルミ
ネーションで華やかに彩ります。

「光でつなぐ Castle History 30th」をテーマに、姫路城三の丸広場でライト
アップイベントを実施します。

前
期

後
期

Coming Soon!Coming Soon! 冬の大型イルミネーション企画

沢木耕太郎氏

兵庫デスティネーションキャンペーンや特
別版 お城ＥＸＰＯ ｉｎ 姫路に合わせ、姫路
城やアクリエひめじなどの中心市街地の各
地を周遊しながら、姫路の歴史文化に触れ
ていただける謎解きイベントを開催します。

BPO2023©StephanRabold

会　場 アクリエひめじ

日本最大級のお城の祭典であ
る「お城ＥＸＰＯ」の特別版
を開催します。講演会、テー
マ展示、出展ブース、体験
コーナーなどを予定。『刀剣
乱舞』宴奏会を同時開催。

（期間中の土・日のみ運行）

大手前通りイルミネーションイメージ©石井幹子デザイン事務所

前期《増殖する無量の生命》©チームラボ 後期《永遠の今の中で連続する生と死、コントロールできないけれども共に生きる》©チームラボ



姫路市、事業者、みなと銀行が三位一体となる枠組みを構築し、世界遺産登録30周年を迎える姫路城の
記念事業を盛り上げる融資商品を募集します。

みなと地域振興寄付型「姫路城世界遺産
登録30周年記念ファンド（ひょうごの誇り）」 令和5年1月10日～6月30日

令和4年6月に保存修理が完了した姫路城最大の櫓門である菱の門を特別公開します。2階の櫓部は初
公開です。姫路城 冬の特別公開 令和5年2月11日～3月12日

海外のサーカスフェスティバルで金賞を受賞したさくらサーカスを開催します。さくらサーカス姫路公演 令和5年2月11日～6月4日

大手前通りをスタートし、姫路城三の丸広場をフィニッシュとする市民参加型マラソンを開催します。世界遺産姫路城マラソン2023 令和5年2月26日

兵庫デスティネーションキャンペーンに合わせ、姫路城内の非公開部分を特別公開します。世界遺産・国宝 姫路城
夏の特別公開 令和5年8月11日～9月24日

兵庫デスティネーションキャンペーンや特別版お城EXPO㏌姫路に合わせ、姫路城とアクリエひめじを
含む中心市街地を周遊する謎解きイベントを開催します。姫路市周遊型謎解きイベント 令和5年9月1日～11月30日

令和5年9月14日～9月29日 酒井家を支えた家臣の子孫が伝える資料を展示し、彼ら家臣が育んだ姫路藩の芸術や文化を
紹介します。「酒井家姫路藩の文化」展

お城をテーマとした展示会を開催します。城郭保有自治体等による城・観光PR、城に関する各
種講演会、物販などを実施します。特別版 お城EXPO in 姫路 令和5年9月16日～18日

姫路の地場産業12業種の展示販売や製作体験、皮革ファッションショー、姫路の農水産物、加工品の
直売・「姫路和牛」の試食等を実施し、姫路の地場産業をPRするイベントを開催します。

姫路じばさんまつり
ひめじ地産地消フェア2023 令和5年9月30日～10月1日

樫本大進氏を音楽監督とするル・ポン国際音楽祭を姫路市・赤穂市共同で開催します。（2023年は、姫
路市2公演・赤穂市4公演）ル・ポン国際音楽祭2023 10月上旬（2日間）

ＶＲ技術を活用し、仮想空間内の姫路城での謎解きイベントを行います。姫路城ＶＲ謎解きイベント 10月上旬～3月上旬

中秋の名月を借景に実施する姫路城観月会。酒などの販売も実施予定です。第41回姫路城観月会 令和5年9月29日

世界的デザイナーとして活躍され、2020年10月にご逝去された髙田賢三氏のお人柄やファッションに対
する世界観を語るトークイベントを開催します。髙田賢三を語る 令和5年4月15日

書寫山圓教寺を舞台とした本展では、世界が私達の外に独立してあるのではなく、私達とつながって、私達
とともに、私達の中にあるものとして存在していることが表現されます。物質的には存在しないはずの光の
形や輝きが、環境と認知の作用によって鮮烈な現象として目の前に現れる本展作品は、「存在とは何か」とい
う普遍的な問いをめぐる思索へと私達を導くことでしょう。

チームラボ 圓教寺 
認知上の存在 令和5年4月29日～12月3日

チームラボが追求する「超主観空間」は、現実空間と作品空間の時空の連続性を体感することで得られ
る世界認識を意味しています。近年は更に「生命とは何か」という主題の下、「私という存在は、心と体と
それらと連続する環境により創られている」という考えを表す新作を発表しています。本展では、そうし
た生物と無生物との境界をも超える認識へと鑑賞者を導くチームラボの現在地点を紐解きます。

チームラボ　
無限の連続の中の存在

令和5年7月22日～10月9日

令和5年10月21日～
令和6年1月21日

恒例の姫路城観桜会。100面の琴演奏、和太鼓演奏などのイベントを開催します。令和5年4月8日第38回姫路城観桜会

姫路城西の丸庭園（有料区域内）において、夜桜見学会をします。桜のライトアップ、プロジェクションマッピ
ングなどを実施します。姫路城夜桜会 令和5年4月2日～9日

播磨地域の食品関連企業が、名産品・特産品などを出品し、PRするイベントを開催します。第37回ひめじぐるめらんど 令和5年4月7日～9日

平成中村座姫路城公演 令和5年5月3日～27日 姫路城三の丸広場に特設劇場を設け、姫路城を借景に歌舞伎公演を開催します。

書写山新緑まつり 令和5年5月3日～5日 新緑の書写山で、通常非公開の重要文化財の特別公開のほか、スタンプラリー等を開催します。

姫路城100本のトランペット 令和5年6月17日 全国から所属・世代・プロアマを超えて集まったトランぺッター総勢200名超と豪華なゲスト奏者が、姫
路城をバックに演奏します。高らかな音色で祝福を奏でる特別なイベントです。

姫路ゆかたまつり 令和5年6月24日.25日 姫路の初夏の風物詩。市内中心部に多数の露店が出店し、浴衣姿でそぞろ歩きを楽しみます。

令和5年8月7日司馬遼太郎生誕100年
第25回司馬遼太郎メモリアル・デー

司馬遼太郎（1923～1996）の100回目の生誕日を記念し、作家沢木耕太郎氏が「紀行の方法―司馬遼太
郎を中心として」と題して講演を実施します。

英国ロイヤル・バレエ団
2023年日本公演 姫路公演
＜ロイヤル・バレエ・ガラ＞

令和5年7月8日 世界三大バレエ団の一つと称される英国ロイヤル・バレエ団を迎え、日本人プリンシパルらによ
るガラ公演を開催します。

大手前通りをスタートし、姫路城三の丸広場をフィニッシュとする市民参加型マラソンを開催します。世界遺産姫路城マラソン2024 令和6年2月

姫路城内の非公開部分を特別公開します。世界遺産・国宝 姫路城 冬の特別公開 令和6年2月

令和5年11月22日～12月11日光でつなぐ Cas t le  H i s to ry  姫路城三の丸において、夜間ライトアップイベントを実施します。

令和5年12月3日世界遺産シンポジウム 世界遺産に関するシンポジウムを開催します。（お城大賞表彰も同時開催します。）

令和5年11月23日～26日姫路食博2023 姫路を中心とした播磨地域の食文化を広く発信するイベントを開催します。

全国の約30の陶器産地から選りすぐりの窯元が一堂に会して陶器を販売するイベントを開催します。令和5年11月2日～6日第36回全国陶器市

30周年記念事業の中心イベントとして、例年の5月から11月へ日程の変更を行います。11月10日開催
の姫路薪能をはじめ、11日は大名行列再現、12日はよさこい等を実施します。令和5年11月10日～12日第73回姫路お城まつり・

大名行列再現

紅葉の名所である書写山で、通常非公開の重要文化財の特別公開やもみじ夜間ライトアップを行います。令和5年11月17日～19日書写山もみじまつり

園内の紅葉した木々をライトアップし、昼間とは異なった夜間景観を創出します。令和5年11月17日～12月3日好古園紅葉会

ベルリン・フィルハーモニー
管弦楽団　来日公演2023 姫路公演 令和5年11月18日 世界最高峰のオーケストラ、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団のアクリエひめじ初公演が決定。首席

指揮者キリル・ペトレンコは就任後初となる来日公演です。

大手前通り・姫路駅北にぎわい交流広場
（芝生広場）イルミネーション

令和5年11月22日～
令和6年2月29日 大手前通り・姫路駅北にぎわい交流広場（芝生広場）での冬季イルミネーションを実施します。

第19回全国城跡等石垣整備調査
研究会（姫路大会） 令和6年1月25日～27日 全国の城郭などの石垣整備担当者・技能者・研究者等が一堂に会し、文化財となっている石垣の整備

における様々な事例や課題等について議論し、情報交換をする全国大会を開催します。

事 業 名 実 施 期 間 事 業 概 要期別

第Ⅰ期

第Ⅱ期

第Ⅲ期

第Ⅳ期

第Ⅴ期

姫路城世界遺産登録30周年

記念事業一覧
ロゴマークの使用について

ロゴマークの使用を希望される方
は、右記のロゴマーク利用申請受付
フォームより申請をしてください。

※令和 5年 5月現在の予定です。事業内容等は今後変更となる場合がありますので、ホームページにて最新情報をご確認ください。

30周年特設HP


